
1

評価

項目
課題 目標 具体的方策

実績

（内部評価）
外部評価 次年度の対応内部

評価

外部

評価

１

魅力あ

る学校

づくり

（１）

学生の

確保

○令和４年

度の在籍

者は定員

の 60％

○農業系高

校との連

携強化

○定員充足

率の向上

○指導内容、

方法の充実

○オープンキャンパス

開催

○ホームページの更新

○ＳＮＳによる情報発

信

○広報活動の実施

○パンフレット配布

（高校、JA、行政）

○全ての県内、私立高校

の学校訪問を実施

○ＪＡ・市町村広報誌へ

の入校案内掲載

○農業系高校と意見交

換会

○農業高校の授業見学、

意見交換

○農業高校、普通高校２

年生への出前授業実施

○いの町内小中学校と

の連携

※広報の充実と高校２

年生以下の層への働き

かけによる将来的な充

足率の向上

○定員充足率４８％(68%)
受験者 ２４名(60%)
合格者 ２４名(69%)
入校者 ２４名(69%)
※（）は目標達成率

※一般募集後期試験 3月 5日
○オープンキャンパス

4回（3回 延べ 52名）4回目 3/20開催
○ホームページ閲覧

68,198 ﾋﾞｭｰ数（R6.3.31時点）（68％）
参考 76,951 ﾋﾞｭｰ数（R5.3.31）
○ＳＮＳ更新回数 90回

Facebook 38回 (R4 49回)
（農業ネット含む）

Instagram 31回 (R4 38回)
Twitter 2回 (R4 5回)
ストーリーズ 19回（R4 31回）（Insta＋Fb）
○さん SUN高知 10月号（前期募集）、ラジオ読上げ 2月（RKC）、

NHK「熱中夢中」（1/16）
○パンフレット配布数

学校案内 770 部（51％）
ポスター128部（85％）
○学校訪問数

48校、学習塾 1校（102％)
○進路ガイダンス 10校訪問
嶺北高校(6/6)、追手前高校吾北分校(6/7)、室戸高校(6/8)、幡多農高
(6/15､2/1)、梼原高校(10/24)、四万十高校(12/20)、窪川高校(2/15)､
清和女子高校(2/20)､高知高校(3/12)､春野高校(3/14)
○全ＪＡ・市町村広報誌掲載依頼（7/4）(100％)

○意見交換会 1回実施(12/12）

○実施回数 1回(50％)
高知農業 1回（1/23）
○出前授業２回実施（10/10 高知農高、12/20 梼原高校）
○苗の植付指導（6/8 伊野南小、川内小）

芋の収穫 （10/26 伊野南小、川内小）

○施設野菜収穫（6/21 伊野南小、川内小）

○職場体験学習（チャレンジワーク）１校実施

（5/10～12 伊野中）

Ｃ

○少子化により、高校の生徒

数も減っている。そのため、

定員数も下げていかないと

年々高いハードルとなって

いるのが実態。実現可能な

数値に変えていった方がよ

いのではないか。

○10 年後には高校生も 4,000
人を切ってくると言われて

おり、教育委員会も定員の検

討を考えているようだ。

○一般募集後期試験の応募者

数を考えると昨年度と同数

程度の入校者が期待できそ

う。

○本頁の項目によっては、やや

不十分なものもあるが、目標

に対する現状の取組として

は概ねできており、総合的な

判断としてＢ評価とする。

Ｂ

○オープンキャンパスへの参加者

数増加を目指しアピール強化

○ＨＰ、ＳＮＳによる情報発信の

充実

○計画的な広報活動の実施と強化

○パンフレットの配布

○学校訪問による募集活動

全高校を職員で訪問し、農大の

アピールと高校教諭とのつなが

り強化を図る。

○意見交換会の開催

○高校の授業見学、意見交換の実

施

○出前授業の実施

○小中学校等の農業体験の実施

○児童・生徒への農業の魅

力発信

○中学校の職場体験の受入

令 和 ５ 年 度 高 知 県 立 農 業 大 学 校 評 価 表 外部評価 R６年２月１３日実施（内部評価 R6年 1月 31日実施）
【 A 十分達成（100%以上） B 概ね達成（100％未満 80%以上） C やや不十分（80%未満 60%以上） D 不十分（60%未満） 】
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評価

項目
課題 目標 具体的方策

実績

（内部評価）
外部評価 次年度の対応内部

評価
外部

評価

（２）

カリキ

ュラム

の充実

○学生のキ

ャリアパ

スが多様

化

○学びの機

会を提供

○時代のニ

ーズにマ

ッチした

教育内容

の充実

○Ｇ-ＧＡＰ
認 証の

継続取得

○全品目で

ＧＡＰの

考え方を

実践

○聴講制度

の整備

○専門科目の充実

○ＩＣＴを活用したス

マート農業の実践

○進路希望別カリキュ

ラムの実施

○販売実習の実施

○Ｇ-ＧＡＰ認証に向け
た実践教育

・「ＧＡＰ」講義の実施

・適正な生産工程管理

の実施、チェックリス

トの作成、内部評価

○基礎的知識・技術およ

び先進的技術の習得

機会確保

○６次産業化実習（60ｈ）
○災害食試作品試食（1/29、31）
○大型特殊免許講習 2回（16h）
○ニワトリ解体指導（30ｈ）
○自給飼料生産指導（12ｈ）
○ネット活用講義「IT活用と農業」（15ｈ）

○「スマート農業」（15ｈ）

○進路別選択 120h（１年生 60h（100％）、2年生 60h（100％））実
施

※（）は前年比

○農大ショップ（9/7、9/28、10/5、2/22）
日曜市 （9/3、9/10）
みどりの週間（4/15）
農大祭 2023（11/3）
いの町健康まつり（10/29）
農業教育フェア（12/16）
農業技術センター公開 DAY（1/20）

○Ｇ-ＧＡＰ再認証に向けた取り組み
・管理記録のデジタル化、効率化（スプレッドシー トの活用）

・「ＧＡＰ」講義実施

・リスクの洗い出し

・出荷調製室等の清掃の定着（週 3回）
・規格変更（R6.1月）への研修（10/5、11/10）
・内部検査（12/7）
・是正措置の進捗確認（1/16）
・審査（2/2）
・認証（2/18）

○聴講科目の追加（生物工学）

聴講生 1名受講（スマート農業）

Ａ

○実習や講義など、各項目の授

業を計画に沿ってしっかり

できており、十分に評価でき

る。

○販売実習は予定日を含めて

全部で 10日間の実施日数で
あるが、出荷調整などその前

日や２～3日前からの準備を
考えると、その倍以上の日数

がかかっている。そのため、

もう少し日数を減らして、そ

の分を他の研修教育に充て

た方がよいと思われるので、

その方向で検討して欲しい。

Ａ

○進路希望別カリキュラム

の充実

○販売実習の実施

実習効果を鑑みて、実施

日数等の検討

○Ｇ-ＧＡＰの認証継続

○聴講科目の充実（追加）
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評価

項目
課題 目標 具体的方策

実績

（内部評価）
外部評価 次年度の対応内部

評価

外部

評価

（３）

基礎学

力の向

上

○農業に関

係する基

礎学力に

学生間差

がある

○基礎学力

の向上（学

校全体の

レベル向

上）

○１、２年の４月当初に

学力テスト実施

○基礎学力の向上

国語（1年 26名）

○入試合格者への課題

提出（数学、国語、基

礎化学）

○農業計算力向上

計算演習 8h実施

○農学連での発表に向けた原稿の作成 11月
（1年生 25名）

Ａ

○肥料設計や農薬の希釈倍率

の計算の仕方など、計算力の

向上につながった（学生委

員）。

Ａ

○基礎学力の向上

（４）

社会人

力の養

成

○社会人と

しての意

識向上

○コミュニ

ケーショ

ン能力の

向上

○多様な学

生への対

応

○社会人と

し て 行

動・実践で

きる人材

育成

○現状把握

と対応策

の検討

○学生の人

権意識醸

成

○入校時の生活指導

○接遇の講義、社会人マ

ナー研修の実施

○日常的な授業・生活

指導

○寮の定期的な部屋替

え

○人権･メンタル面のカ

ウンセリング実施＜

臨床心理士＞（1年生
26名、2年生希望者）

○社会人としてのルール、マナーを守れる学生の育成

・1年生は寮生活の指導を強化。ルール遵守を徹底できない学生もい
るが、インターンシップ研修の事前連絡・挨拶は全員円滑に連絡が

取れた。（24名延べ 23社・2農家）

・先進農家等留学研修（10/16～11/30）2年生
＜評価＞

・熱心に学ぼうとする姿勢を持って、最後までよく

頑張った。

・挨拶、礼節、勤勉、忍耐力を備えており、全てにおいてすばらしか

った。

・２年生の先進農家等留学研修における苦情２件。

○メンタルカウンセリング実施（7/18～8/1 1年生 26名、2年生 希

望者なし）

○会計年度任用職員１名配置 継続要望

Ｂ

○先進農家等留学研修

・学生の中には、無気力であっ

たりすぐに行動に移せない

者もいて、もう少し頑張って

欲しかったなどの受入農家

の評価も一部あるが、大半の

学生は学校で学べない実践

的な研修を通して、貴重な経

験と良い勉強になっている。

・受入側から苦情が出ないよう

にして欲しい。

Ｂ

○コミュニケーション能力の向上

○研修に入る前に、各学生に対し

て担当教官から、研修の目的や

調査内容等についての意識づけ

をしっかり行い、指導を強化す

る。

○多様な学生へのカウンセリング

対応
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評価

項目
課題 目標 具体的方策

実績

（内部評価）
外部評価 次年度の対応内部

評価
外部

評価

２

専門性

の向上

（１）

オラン

ダとの

交流

○レンティ

ス校との

交流

○国際的な

感覚を備

えた人材

の育成

○オランダ・レンティス

校学生の受け入れ

(約 10日間）

○オランダ訪問団への

参加（短期約 10日間）

○学生 7名、引率教官 2名（4/21～5/1）

・レンティス校の学生によるオランダ大規模経営の考え方についてプ

レゼンテーション（4/27）
・オランダ学生とマーケティング調査（4/28）

○派遣研修 学生 2年 5名（7/29～8/5）、校長引率
・オランダ環境制御技術等について、学生による報告会（10/11）

Ａ

○レンティス校の学生をホー

ムスティで受け入れ、オラン

ダの派遣研修にも参加した

が、手厚く受入対応してもら

い、会話や交流もしっかりで

き、貴重な体験をすることが

できた（学生委員）。

Ａ

○ レ ン テ ィ ス 校 と の 交 流 継

続

（２）

プロジ

ェクト

活動の

強化

○課題解決

のための

計画、実

行、分析能

力の向上

○卒論審査

全員合格

○次世代ハ

ウスを活

用したプ

ロジェク

トの実施

2 課題以
上

○地域課題に対応した

プロジェクト課題の

選定

○四国農学連意見発表

会に参加（12 月、2
名）

○中国四国農学連プロ

ジェクト発表会に参

加（1月、2名）

○実習後の実習日誌の

指導

（年間）

○次世代型ハウスを活

用したプロジェクト

実習

（年間）

○学生の自主性を高める指導の実現

（1年生）課題設定・発表・各専攻で共有（7月）

○プロジェクト審査（2年生 32名全員合格）

○四国農学連意見発表会への参加

（発表者 1年生 2名）入賞者なし

○中四国農学連プロジェクト発表会への参加

（発表者 2年生 2名・補助者 1名）入賞者なし

○実習日誌による指導回数

（野菜、花き、果樹 1回/月、畜産 2回/月）

○高軒高ハウスの利活用

・高軒高ハウスで２課題のプロジェクト学習の実施

・環境制御の理論及び操作方法の習得指導（園芸学

科 1・2年生）

Ｂ

○実習日誌による指導目標は

1回／週だが、実績は 1･2回
／月となっている。学生が

実習後、すぐに書けていな

い時もあると思うが、その

都度書いていけば記憶にも

残り、書き留めることで次

につながる。疑問点なども

後で参考書で調べて、書き

残していけば、まとめると

きに役に立つ。指導の仕方に

ついて、再考して欲しい。

Ｂ

○実習日誌による指導強化

・具体的目標の変更

1年生 1回／週
2年生 1回／月
・1年次に実習日誌記載を習慣づ
け、不十分な学生に対しては個

別対応で徹底する。
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評価

項目
課題 目標 具体的方策

実績

（内部評価）
外部評価 次年度の対応内部

評価

外部

評価

（３）

法人の

求める

能力の

育成

○コミュニ

ケーショ

ン力の向

上

○農業法人

との連携

○法人就農

者の確保

○雇用就農に対応した

講義の実施

○法人とのマッチング

・法人との意見交換会

○法人へのインターン

シップ時期の見直し

○先進農家等留学研修

の実施

○法人就農割合・人数

6%、2名(20％)

○労務管理講義（社労士）3h実施

○法人との意見交換会開催

2年生 33名(7/3)
○インターンシップ実施

（6/19～22、6/26～29）
法人・関連企業 12社へ 26名派遣
（2/5～2/16（内 2～4日間））
法人・関連企業 21社へ 22名派遣
○先進農家等留学研修実施

2年生 32名(10/16~11/30)

Ｂ

○農家出身の入校者数が減っ

てきている中で、法人への

雇用就農者も減っている。

若者に対し、農業をビジネス

として魅力ある職業である

ことを、農外の人に広く知っ

てもらうことが必要である。

法人との更なる連携を期待

する。

Ｂ

○法人とのインターンシップを含

めた連携強化

(４)
各種資

格・免許

取得

○必要な資

格免許の

取得

○専攻課程

に応じた

免許取得

者の確保

○資格取得

のための

支援

○資格取得の必要性の

周知、講義・補習実施

【資格・免許等】

・危険物乙種 4類取扱
者

・毒劇物取扱者

・フォークリフト

・小型車両系建機(3t未
満）

・日本農業技術検定

・大型特殊免許（農耕車

限定）（選択）

・フラワー装飾（選択）

・人工授精師（選択）

○合格者数

【合格者数】

・乙種 4類 1名（4％）

・毒劇物取扱者 0名
・フォークリフト 24名（96％）

・小型車両系建機(3t未満) 15名/15名（100％）

・日本農業技術検定 3･2級延べ 15名(58％)
3級 14名、2級 1名
・大型特殊免許(農耕車限定) 12名（120％）

・フラワー装飾技能 3･2級 5名（100％）
3級 4名、2級 1名
・人工授精師 受講者なし

Ｂ

○高校でも危険物乙種 4類や
毒劇物取扱者試験にチャレ

ンジしても合格するのが難

しい状況だが、職種によっ

ては必要な資格があるの

で、引き続き取得に向け工

夫して取り組んでもらい

たい。

Ｂ

○必要な資格取得支援

合格者を増やすための特化した

授業の強化
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評価

項目
課題 目標 具体的方策

実績

（内部評価）
外部評価 次年度の対応内部

評価

外部

評価

３

進路支

援活動

の強化

（１）

就職活

動の支

援体制

の強化

○卒業後直

ちに就農

できる学

生は少な

い

○就職活動

の意欲が

低い学生

が散見

○進路指導

の徹底

○進路別カリキュラム

（就農、雇用就農、就

職コース）の支援

○三者面談の早期実施

・2年生：5月実施
・1年生：9月実施
○就職試験対策

・面接補習、基礎学力

補習

・履歴書作成指導

○求人情報の把握と紹

介

玄関、寮１階への掲示

(毎月）
○個別にインターンシ

ップ紹介（再掲）

○会社説明会の実施(3
月)
○高知大学への四大編

入に向けた進路指導

の充実

○進路内定率

27／32名(84％) 未定 5名

○三者面談の早期実施

・2年生：5月 8日～26日
・1年生：9月 4日～10月 5日
○就職試験対策

・3月に実施

○求人情報の把握と紹介

玄関、寮１階への掲示(毎回）、随時副校長から担当教官へ情報提供
（周知）

○個別にインターンシップ紹介（再掲）

○会社説明会（3月予定）

○編入合格者 1名（33％）

Ｂ

○現在の取組の継続を希望す

る。

Ｂ

○進路指導の強化

２学年になってからは、希望す

る進路への就農・就職活動がで

きるように支援する。

（２）

就農支

援

○将来の就

農ビジョ

ンが明確

でない

○就農率の

向上

○コース別による就農

に向けた栽培・経営計

画、目標の明確化

（経営計画の策定、農

業機械操作、ﾊｳｽ張替、

土づくり）

○ＪＡ高知市青壮年部

との意見交換会

○地域担い手育成総合

支援協議会・農業振興

センターとの連携（説

明会の実施）

○就農率

合計 4名（うち雇用 2名）13%(40％)

○ＪＡ高知市青壮年部との意見交換会 実績なし

○南国市農業委員会との意見交換会（10/10）

○地域担い手（協）・農業振興センターとの連携による説明会（10/10）
・高知市

・土佐市

・四万十市

・四万十市西土佐総合支所

・宿毛市

Ｂ

○現在の取組の継続を希望す

る。

Ｂ

○就農後の経営安定に向けた指導

内容の充実
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評価

項目
課題 目標 具体的方策

実績

（内部評価）
外部評価 次年度の対応内部

評価

外部

評価

４

教職員

のスキ

ルアッ

プ

研修の

強化

○生産現場

の課題を

いち早く

授業に取

り上げて

円滑な就

農に結び

付けるこ

とが必要

○農業高校

との連携

強化

（再掲）

○多様な学

生への対

応

○各種研修

への参加

○現状把握

と対応策

の検討

○学生の人

権意識醸

成

○教官研修の受講

○産地の栽培技術等の

動向調査

○人権･メンタル面のカ

ウンセリング実施＜

臨床心理士＞（1 年
26名＋2年希望者）

○職場研修実施

○西日本担当者会

野菜：熊本県合志市（8/2～3） １名

花き：宮崎県高鍋町（12/14～15） １名

果樹：香川県琴平町（11/1～2） １名

畜産：岡山県笠岡市（10/25～26） １名

○中国四国教務担当者会

山口県防府市（2/16） オンライン開催

○野菜産地視察 4回
花き 〃 6回
果樹 〃 1回
畜産 〃 1回

○メンタルカウンセリング実施（7/18～8/1 1学年 26名全員、2学年
希望者なし）

○会計年度任用職員１名配置 継続要望

○職場研修実施

「信頼される公務員～モラル・倫理編～」

DVD視聴（12/26） 22名
「セクシャル・マイノリティ」

DVD 視聴（12/27） 22名 Ｂ

○業務多忙の中で、担当者会

や視察研修など計画に沿っ

て実施できており、評価でき

る。必要に応じて、プロジェ

クトの課題解決に向け、学生

を連れて産地調査を行って

いることも評価できた。引き

続き、研修内容の充実を期待

する。

Ａ

○計画的な教官研修の実施

○多様な学生へのカウンセリング

対応（再掲）

○職員のオンライン研修の受講


